
 

 

 

 

 

 

 

令和８年亀岡市議会定例会６月議会一般質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市議会



質問方式

６月１６日（火） 10:00～ 1 松山　雅行 一問一答

10:45～ 2 木村  　勲 一問一答

13:00～ 3 大西　陽春 一問一答

13:45～ 4 冨谷加都子 一問一答

14:45～ 5 小林　　仁 一問一答

６月１７日（水） 10:00～ 6 浅田　晴彦 一問一答

10:45～ 7 梅本　靖博 一問一答

13:00～ 8 原野実生子 一問一答

13:45～ 9 片山　輝夫 一問一答

14:45～ 10 林　　徹司 一問一答

15:30～ 11 大石　慶明 一問一答

６月１９日（金） 10:00～ 12 大塚　建彦 一問一答

10:45～ 13 土岐　　新 一問一答

13:00～ 14 山木　裕也 一問一答

13:45～ 15 三上　　泉 一問一答

14:45～ 16 山本由美子 一問一答

15:30～ 17 法貴　隆司 一問一答

６月２２日（月） 10:00～ 18 平本　英久 一問一答

10:45～ 19 竹内　博士 一問一答

13:00～ 20 西口　純生 一問一答

13:45～ 21 齊藤　一義 一問一答

14:45～ 22 福井　英昭 一問一答

15:30～ 23 菱田　光紀 一問一答

令和８年亀岡市議会定例会６月議会　一般質問順序予定表

開催日及び開始予定時間 質問者

休憩　　

休憩　　

休憩　　

休憩　　

休憩　　

休憩　　

休憩　　

休憩　　

【注意】

質問者の日程については予定であり、議事の進行により変更する場合が

あります。ご了承ください。

個
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人

個
人

個
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令和８年亀岡市議会定例会６月議会　一般質問通告書 

 

 番

号

質問者 

質問日時
質問事項 質問要旨 答弁者

 1 松山　雅行 

6 月 16 日(火) 

10：00～ 

 

※一問一答

１　通学路・通

勤路の安全対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　公立保育施

設における主食

持参について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　いじめ対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　千代川町自治会の地域こん談会でも安全対策

の要望がなされた国道９号大成中学校前信号交

差点は、市道小金岐小林線が東西に交差し、中学

生の通学路にもなっている。また、ＪＲ千代川駅

前交差点（西側）の地下道周辺整備についても小

学生の通学路である。今後の整備計画について問

う。 

（１）市道小金岐小林線の拡幅事業として該当

箇所の整備に向けた協議等の進捗状況はど

うか。 

（２）千代川駅前交差点西側（地下道）の通

勤・通学路の安全対策についての計画は。 

 

　本市では３歳以上児の保護者に主食の持参を

求めているが、共働き世帯の増加や子育て支援

の観点、衛生面からも見直しを検討実施してい

る自治体が増加傾向にある。本市での状況と対

策について問う。 

（１）主食持参を保護者へお願いしてきた経緯

は。 

（２）今年度の対象幼児数は。 

（３）本市でも保護者ニーズを把握する中で、

３歳以上児の保護者に主食持参を求めず、

保育施設側で提供するべきであると考える

が所見は。 

 

　近年、全国的にいじめ事案が深刻化してお

り、重大事態に発展するケースも後を絶たな

い。本市では学校や教育委員会が中心となり、

いじめ事案の確認がなされれば、早期に対応を

いただいている。 

（１）本市における過去３年間のいじめ認知件

数及び重大事態の発生状況は。 

（２）教育委員会内には「かめおかサポートコ

ール」が設置されている。過去３年間の相

談実績は。 
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所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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(３）本市では重大事態発生後の調査体制は整備

されているが、未然防止や早期対応の観点

から寝屋川市のような学校や教育委員会と

は別の相談体制を整える考えは。 

(４）タブレットを活用し、匿名でいじめの報告

や相談ができるアプリを導入してはどう

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 2 木村 　勲 

6 月 16 日(火) 

10：45～ 

 

※一問一答 

 

１　公共ライド

シェアについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　電子投票の

導入について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市のバス公共交通については、ふるさとバ

ス・コミュニティバスの運行を京阪京都交通バ

スが行っている。６月２日の京都新聞に、別院

コースにおいて公共ライドシェアを導入すると

の記事が出た。メリットデメリット及び運行内

容の今後の展開について問う。 

（１）別院コースの乗降人数は。 

（２）各停留所、時間帯ごとの乗降人数は。 

（３）現在の費用と今後の費用は。 

（４）第一種免許の一般ドライバーの運転につ

いての安全対策はどうするのか。 

（５）事故に対する保障は。 

（６）事業者協力型とは。 

（７）ルートの再検討の予定はあるのか。 

（８）今後別ルートについての構想はあるの

か。 

 

本市では来年１月執行予定の亀岡市議会議員

一般選挙で電子投票を実施する見込みであると

伺った。しかし、以前には投票機器の故障で一

時投票不能になった市もあり不安の声もある。

事前の体験会の開催などの対応について問う。 

（１）現在の投票所の数と職員数と投票管理者

などの人数について減らすことができるの

か。 

（２）業者選定方法及び経費は。 

（３）立候補の想定人数と立候補者の多い市議

選での画面はどのようになるのか。 

（４）投票用紙は完全になくなるのか。 

（５）全国の実施例と動向は。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

選挙管理委員会

委員長 
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 ３　桂川西工区

の橋梁工事及び

右岸道路につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　ＪＲ亀岡駅

北のコウノトリ

の巣塔設置につ

いて 

 

 

　亀岡中部農地整備事業桂川西工区内の犬飼川

と願成寺川に立派な橋が完成した。橋の南北の

道路との接続部と右岸道路としての構想につい

て問う。 

（１）橋の南北の接続部についての工事予定

は。 

（２）市道保津宇津根並河線との接続部の道路

幅は。 

（３）今後の市道保津宇津根並河線の拡幅予定

は。 

（４）桂川右岸道路の構想は橋の北側堤防の市

道中島上溝線が拡幅されて千代川町川関ま

で延伸される計画と聞くが、構想は。 

 

毎年、本市には数羽のコウノトリが飛来して

いるが繁殖のための巣塔がない。今回、ＪＲ亀

岡駅北の「全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波」

会場に設置予定について問う。 

（１）大阪・関西万博の大屋根リングの部材

で、コウノトリ巣塔の設置予定の進捗は。 

（２）市の鳥コウノトリの保護活動は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 3 大西　陽春 

6 月 16 日(火) 

13：00～ 

 

※一問一答 

１　国民健康保

険事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年６月議会では「国民健康保険におけ

る国庫負担率の引き上げおよび早急な制度の改

革を求める意見書」が全会一致で可決された。

市民から「払える国保料に」との要望が強い。 

（１）保険料値上げを避け、据え置きにする場

合、法定外繰入はいくら必要か。 

（２）法定外繰入をすべきと考えるが、その方

法をとらないのはなぜか。　　　 

（３）病気や怪我のため失業となり保険料が払

えないとの相談があった場合どのように対

応しているか。 

（４）マイナ保険証を持たない人に発行する

「資格確認証」は、今年度も申請なく発行

するのか。 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ２　学校給食に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　かめおか児

童クラブについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和９年度から育親学園自校給食、令和１０

年度から全小中学校・義務教育学校の給食実施

については保護者から期待が寄せられている。

学校給食をより良いものになるように以下の点

について問う。 

（１）新しくつくる給食センターのプロポーザ

ルの進捗について問う。 

①参加資格事業者は複数社あると聞くが、提

案書を提出した事業者はあったか。 

②提案限度額の１４１億６３０万１千円の算

出根拠は、建築費５８億６，７１５万４千

円、運営費８２億１，７１７万７千円と聞

く。運営費の積算根拠は。 

③プロポーザルに関わる選定委員会の構成と

委員会開催のこれからの予定は。 

（２）給食の内容の充実について問う。 

①献立作成や物資調達は亀岡市が行うとされ

ているが、事業者との調整はどのように行

うのか。 

②亀岡らしく、質・量ともに落とさない給食

を実施するために努力されているが、今の

給食と他市の給食と比較して所見は。 

③児童生徒、教職員に対して、給食に関する

アンケートを行い、給食内容の充実を図る

べきではないか。 

　 

放課後の子どもたちの健やかな成長や保護者

の就労支援を果たす「かめおか児童クラブ」は

子育て世代の生活を支える大切な役割を担って

いる。放課後も、子どもたちが安全に豊かに過

ごせるように以下の点について問う。 

（１）現在の「かめおか児童クラブ」の課題

は。 

①施設の修繕はどのように行っているか。 

②施設の広さと利用者の人数は厚生労働省

「放課後児童健全育成事業の設備及び運営

に関する基準」に基づき「児童一人につき

おおむね１．６５平方メートル以上でなけ

ればならない」となっているが、かめおか

児童クラブの全施設は要件を満たしている

のか。 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

  

 

 

 

 

 

 

 

③２人目からは無料であるが、１人６，００

０円/月は何に使われているのか。 

（２）民間委託にすることについて問う。 

①民間委託した場合の委託料５億円の根拠と

内訳は。 

②現在の職員には民間委託の説明はされてい

るか。 

③職員の待遇の変化はないのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4 冨谷加都子 

6 月 16 日(火) 

13：45～ 

 

※一問一答 

１　高齢者支援

モデル事業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　緊急通報装

置設置申請要件

について 

 

 

 

 

 

 

　今年度から実施している多様な実施主体によ

る高齢者支援モデル事業の取組は、地域の助け

合いを公的な仕組として構築するための重要な

一歩である。今後の本格展開を期待し、持続可

能な体制整備について問う。 

（１）この事業において、市から実施団体への

支援金額を、移動支援１回につき３００

円、乗り降り４回として計１，２００円、

家事支援１５分３００円と設定している

が、事業の財政スキームは。 

（２）亀岡市社会福祉協議会が提供している住

民参加型の在宅福祉サービス「くらしのサ

ポートサービス」と、今回、立ち上げた地

域支援事業である高齢者支援モデル事業と

の整合性と役割分担は。 

（３）モデル事業である住民主体の支援を持続

可能にするためには、支援者及び利用者か

らのニーズを聞き取り、コーディネートを

する役割が重要である。財源が介護保険と

なれば、今後、全市への視野が必要であ

る。コーディネーターの配置や活動支援に

ついての考えは。 

 

　独居高齢者が増える中、自立した生活を続け

ることができるよう、緊急通報装置の要件を見

直すべきとの声がある。 

（１）緊急通報装置の設置は、命を守る命綱で

ある。これまで、「扶養義務者が近隣に住

んでいないこと」を要件としてきたが、病

身等、近隣に身内がいるか否かに関わら

ず、緊急時のリスクは等しく存在する。形

式的な条件を撤廃し、本人の健康状態や緊

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３　膵臓がんの

早期発見早期治

療について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　予防医療の

推進について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急性の高さを最優先にし、包括的なインフ

ラへと再考するべきだと考えるがどうか。 

 

膵臓がんは、自覚症状が乏しく、発見時に

は、既にステージがかなり進んでおり、診断後

の５年生存率は、１０.５パーセントであり臓器

別で最も低い難治癌とされている。広島県尾道

市の尾道方式と呼ばれる「膵癌早期診断プロジ

ェクト」を参考にした早期発見体制づくりにつ

いて問う。 

（１）膵臓がんの現状についての認識は。 

（２）地元医師会や中核病院が連携し、膵臓が

んの早期診断に取り組む必要性についての

考えは。 

（３）早期発見には、自発的な検査で見つける

しかないが、膵臓がんを知り、膵臓がんの

危険因子を判断できる資料等を検診等の案

内で周知・啓発するなど、一歩進んだ取組

はできないか。 

 

市民の健康寿命延伸と将来的な国民健康保険

料の負担抑制のため、予防医療・重症化予防へ

の取組について問う。 

（１）特定健診やがん検診、健康増進イベント

の受診率や参加率の推移をどのように分析

しているのか。 

（２）特定健診やがん検診の受診率や健康増進

イベントの参加率を上げるには、健康無関

心層やハイリスク層への仕掛けが必要と考

えるが見解は。 

（３）大分市では、健康無関心層への働きかけ

として、がん検診や特定健診の案内文にナ

ッジ理論(ついやってしまう行動習性)を取

り入れ健康無関心層の行動変容を促してい

る。今後、様々な先進事例を参考に、取り

残される人が最小限になるような戦略はあ

るか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 5 小林　　仁 

6 月 16 日(火) 

14：45～ 

 

※一問一答 

１　不登校対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　現在、本市において不登校児童生徒数は高止

まりしており、早急な対策が求められている。

行政は「登校のみをゴールとしない」『かめお

かまるごと「まなび」の保障構想』を掲げてい

るが、「多様性」や「ありのままでよい」とい

った言葉が本来果たすべき教育行政の責任から

の「逃げ道」や「放置」になっていないか検証

が必要である。教育長からのメッセージで「不

登校とは、心理的・情緒的・身体的な要因とと

もに周囲の環境や社会的背景が複雑に絡み合う

結果として生じる社会的現象」としているが、

現代社会の悪い縮図と考える。児童生徒を対象

としたアンケート調査結果によると、不登校児

童生徒が休んだ時に感じたこととして、「ほっ

とした、安心した」と回答した背景には、学校

が「２４時間精神を研ぎ澄まさなければならな

い過緊張の場所」であり、失敗が許されない現

代社会の悪い縮図が教室に再現されている現状

がある。また、アンケート回答の「学校に行き

たかった」という回答には、多くの子どもたち

が抱く「集団の中で繋がりたい」という切実な

願いがあり、憲法第２６条に定められた「教育

を受ける権利」がいかに果たされるべきか、本

市教育の根本的な哲学と施策について問う。 

（１）現代社会の縮図としての学校環境と、自

己肯定感の喪失について問う。 

①現在の学校が、一度の失敗で挽回が認めら

れない「減点方式」や過度な同調圧力を生

む場になっていないか。学校を「○か×を

教えられる場」から「自分の思いを言い、

多様な人から学ぶ場」へ転換する必要性に

ついて所見は。 

②自己肯定感が低い現状について、自分で選

んで失敗し、それを乗り越える経験をする

前に、大人が先回りして失敗を防ぐため

に、正解を誘導し、「はい、よくできまし

た」となり、できなければ、烙印を押すシ

ステムになっていないか。 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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③まずはチャレンジさせ、「まちごうてもか

ましまへん」という、失敗を許す空気が必

要であり、間違ってはいけないという窮地

のプレッシャーを与えてしまっていること

について所見は。 

④学校は失敗しても間違っても安全な場所と

して取り組んでいるか。 

（２）「多様性」いう名の下に、放置をしてい

ないかの検証と、憲法第２６条に基づく教

育を受ける権利について問う。 

　①『かめおかまるごと「まなび」の保障構

想』に、「不登校の要因・背景の追求だけ

では、不登校対策にはつながりません」と

あり、「学びたいと思った時に学べる環境

を整え」と書いてある。児童生徒へのアン

ケート調査では「学校へ行きたかった」の

回答が半数近くある。要因・背景の追求を

してこそ方向性が浮かび、対策を取れると

考える。「多様性」という名の下に、学び

が放置されていないか。 

　②「学校へ行きたかった」は重要なメッセー

ジであり、マジョリティとしてみんなとい

たいのである。本市として「普通教育を受

けさせ、自立へ繋ぐ」という行政の役割を

どう果たすのか。 

（３）「登校」に代わる「人と人との繋がり」

の担保について問う。 

①人間関係やコミュニケーションを学ぶに

は、リアルな集団空間が最良であることも

事実である。「登校をゴール」としないの

であれば、それに代わるリアルな人間関係

の訓練をどう担保するのか。 

②子どもたちが学びたいと思った時に学べる

環境を整えるとあり、居場所づくりと寄り

添う体制を掲げているのは、行政として、

受け身ではないか。単なる自習室から人と

繋がるクリエイティブな場へ整備し、待ち

受けているのではなく、子どもたちが行き

たくなるようなきっかけづくりについては

どのように考えているのか。 
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２　地域活性化

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）文部科学省は、不登校対策『ＣＯＣＯＬ

Ｏプラン』において、すべての児童生徒へ

の学びの保障を掲げています。また、国の

有識者会議等でも、これからの学校は「誰

もが行きたくなる魅力ある学校づくり」を

推進しています。対処療法的生徒指導から

プログラムによる生徒指導として「不登校

になる前のアプローチ」を岡山県総社市な

ど多くの市町において、学校の変革を実施

し、成果を得ている。 

①『かめおかまるごと「まなび」の保障構

想』には、「だれいき（だれもが行きたく

なる学校づくり）」の構想が入っているの

か。 

②「なぜ逸脱するのか」ではなく「なぜ逸脱

しないで済んでいるのか」という観点が重

要と言われている。不登校の未然防止につ

いて所見は。 

③「不登校になる前のアプローチ」の未然防

止の変革は、手遅れになる前にしなければ

ならないと考えるが所見を問う。 

（５）『かめおかまるごと「まなび」ネットワ

ーク』を掲げている。子どもたちを地域全

体、社会全体で育てる集団へと進化させる

ためには、市民の意識を巻き込むことが重

要であり、教育委員会が発刊する広報誌の

必要性についてどのように考えているの

か。 

 

宮前町猪倉にある「ききょうの里」は運営者

が高齢であり人員不足でもある。観光客の減少

により地域は益々過疎化が進行する。 

（１）谷性寺門前地域の観光地からＲＭＯなど

広域の団体として活動する仕組みの提案は

できないか。 

（２）「ききょうの里」の課題は補助金などの

資金問題ではなく人員の問題である。ＲＭ

Ｏ内の団体活動と位置付けることで、繁忙

時の人員募集やトリップワーカーの取り込

みなども考えられるが所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（３）補助金には期限があるため補助金ありき

の地域運営は継続しないと考える。補助金

ありきの地域運営よりも人口減少や高齢化

が進む地域をにぎわいのあるまちに変貌さ

せることが市政の責務と考えるが所見は。 

 

 

 

 

 

 6 浅田　晴彦 

6 月 17 日(水) 

10：00～ 

 

※一問一答 

１　啓発活動に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　消防団の取

組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の

防止と罪を犯した人や非行少年の立ち直り支援

を通じて、安全で安心な地域社会をつくること

を目的とした全国的な啓発活動である。この運

動のシンボル的な活動の一つとしてイエローラ

イトアップが行われている。 

（１）保津橋イルミネーションを「社会を明る

くする運動」の期間中、イエローライトア

ップにできないか。 

（２）「社会を明るくする運動」では、一般的

にポスター掲示や黄色い羽根着用、建物の

イエローライトアップなどを行っている。

「社会を明るくする運動」へぜひとも賛同

し、期間中に平和の塔でイエローライトア

ップを実施できないか。 

 

これまで消防団は、実践活動や啓発事業な

ど、地域防災の要として積極的に年間を通して

安全安心の確保に尽力されている。消防団員へ

のアンケート調査の結果をもとに今後の消防団

組織体制づくりとして、どのような計画がある

のか。 

（１）今後、亀岡市の負担経費を考えた場合、

例えば班を統合するなど、各分団の班数や

ポンプ格納庫数、団員数についての考え

は。 

（２）現役消防団の啓発事業として、年間の活

動記録などを映像資料として作成し、市役

所内で視聴したり、消防団をアピールする

資料を作成して各自治会へ配布してはどう

か。 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ３　馬路町内の

養豚場について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　街路灯の維

持管理について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５　ナフサ不足

による影響につ

いて 

 

 

 

 

 

６　亀岡市立保

育所について 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、亀岡市土づくりセンター横の養豚場で

は豚の飼育がされていないのが現状である。今

後、どのような施設維持管理を計画しているの

か。 

（１）養豚場施設の管理及び維持の方法とスケ

ジュールは。 

（２）現存する養豚場の施設は活用するのか。

活用する場合の方法は。 

（３）養豚場施設内の浄化槽などの清掃及び撤

去の計画は。 

 

市内に街路灯が設置され、明るく安全で安心

な通学路やまちづくりを目指して環境整備が進

められている。 

（１）毎年、梅雨から夏頃に街路灯のブレーカ

ーに落雷が発生して街路灯が消える箇所が

あるが、修理や復旧に地元の負担が大き

い。このことが、街路灯設置整備が進まな

い理由の一つとなっていると考えるため、

自然災害による故障については、市が費用

を負担して修理を行うことはできないか。 

 

中東情勢の緊迫化による原油価格の上昇が報

じられ、深刻なナフサ不足がプラスチックやゴ

ム原料の供給に問題を生じさせている。 

（１）亀岡市の指定ごみ袋が今後、不足した場

合はどのような対応をとるのか。 

（２）指定ごみ袋の代替品が必要になった場合

は、どのようなものを想定しているのか。 

 

　近年の犯罪状況を考えたとき、市内の保育所

は警備体制があまり整っておらず、侵入可能な

環境になっている保育所が多いと思う。 

（１）安心な環境を整えるための抑止力とし

て、亀岡市内の小、中学校と同レベルの守

衛（門衛）が常勤する環境整備を進めては

どうか。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 7 梅本　靖博 

6 月 17 日(水) 

10：45～ 

 

※一問一答 

１　指定地域共

同活動団体制度

の展開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　耕作放棄地

と地域循環モデ

ルについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　人材育成と

産業創出、地域

づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少・少子高齢化が進む中、ふれあい収

集やめぐるステーションを活用した指定地域共

同活動団体制度による地域の支え合い体制につ

いて問う。 

（１）ふれあい収集事業の現状と課題は。 

（２）ふれあい収集事業と指定地域共同活動団

体制度との連携についての考えは。 

（３）めぐるステーション事業の目的と効果

は。 

（４）めぐるステーションと指定地域共同活動

団体制度との連携についての考えは。 

（５）指定地域共同活動団体制度を活用した地

域運営モデルを構築する考えは。 

 

耕作放棄地や森林荒廃が課題となる中、早生

樹を活用した森林整備、脱炭素及び地域経済循

環の取組について問う。 

（１）耕作放棄地についての現状の認識と今後

の方向性についての考えは。 

（２）耕作放棄地を森林整備と連動させて、地

域資源化することを検討する考えは。 

（３）早生樹を活用した脱炭素型地域経済循環

についての考えは。 

（４）早生樹と脱炭素を教育・探究学習と連動

させ、地域モデルとして検討する考えは。 

 

ローカル・ゼブラ企業の視点を踏まえた、人

材育成と産業創出の統合的な地域づくりについ

て問う。 

（１）産業創出、地域づくりの視点から、人材

育成の現状と課題について、どのように認

識しているのか。 

（２）オープンイノベーションセンター・亀岡

を人材育成と地域課題の解決にどのように

結びつけ、活用していくのか。 

（３）ローカル・ゼブラ企業の伴走支援とし

て、地域商社「ＯＮＥかめおか」を活用し

た事業化・収益化の仕組みは。 

（４）ローカル・ゼブラ企業の創出に向けた、

人材育成と産業支援の連携についての考え

は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ４　東部市民プ

ール、野条公園

等の整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東部市民プール除去及び跡地の活用に向けた

ワークショップの状況と今後の整備方針につい

て問う。 

（１）検討部会における現在の状況は。 

令和６年３月議会において、東部文化センタ

ー、東部児童館、東部市民プール及び野条公園

等の一体的整備について質問した際、市長から

東部文化センターは避難所でもあり、マンホー

ルトイレについても必要性があるとの答弁があ

った。 

（２）防災機能を備えた公園・地域拠点整備に

ついて、どのような方向性で検討している

のか。 

（３）整備後の施設や公園について、地域住民

や子どもたちが愛着を持てるよう、新たな

名称を公募してはどうか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 8 原野実生子 

6 月 17 日(水) 

13：00～ 

 

※一問一答 

１　ガレリアか

めおかについて 

 

 

 

 

 

 

 

２　保育所の環

境について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土日祝日になると特に、ガレリアかめおかは

子育て世代の利用者が目立ち、赤ちゃんを抱き

ながらの利用も多いと見受ける。 

（１）現在の授乳室内は、２組が利用できるよ

うになっているが、どのくらいの頻度で同

時利用されているのか。 

（２）人の動線やベビーカーの入るスペース等

を考慮し１名のみにするのはどうか。 

 

５月の末には夏日となり気温が上がる中、保

育所やこども園では、子ども達が元気に遊びま

わる姿が見受けられる。しかし気温が上がるに

つれ、地面の温度は気温の１０～１５度高いと

言われている。熱中症の可能性や、過度な日焼

けを緩和するために対策が必要と考える。 

（１）保育所やこども園で取り組まれている熱

中症予防対策は。 

（２）直射日光の中で遊ぶ子ども達の熱中症予

防と保育にかかわる保育士の労働環境改善

のために、グラウンドに日除シートを設置

してはどうか。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ３　かめおか児

童クラブについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　有害鳥獣被

害について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かめおか児童クラブの対象児童の要件として

出産の項目がある。 

（１）既に児童クラブを利用している児童の中

で、出産の要件で母親が産後３か月を経過

し退会となる児童は何名いるのか。 

（２）月齢６か月になると、夜にまとまって睡

眠をとることができる赤ちゃんが増えてく

る。母体への負担を考慮して、産後３か月

以内から、６か月以内に要件を緩和しては

どうか。 

 

令和７年１２月議会で行政、地域、農家、猟

友会が鳥獣被害防止に向けて、議論を行うため

行政が意見を聞き取りできるような懇談の場を

設けてはどうかと提案した。 

（１）柵を設けても動物が入る現状を危惧する

が、本市としての所見は。 

（２）本市として柵のほかに農家ができる鳥獣

被害対策はあるのか。 

（３）まずは現状の把握のために、地域によっ

ては地域こん談会の農業版のような形態を

つくれないか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 9 片山　輝夫 

6 月 17 日(水) 

13：45～ 

 

※一問一答 

１　平和教育の

継続について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　イラン戦争

による石油関連

資材不足につい

て 

　世界各地で悲惨な戦争が続き、収束すること 

の難しさを露呈している。今こそ戦争をしない 

ための平和教育を再認識すべきである。 

（１）小・中・義務教育学校の広島・沖縄への

平和学習について、改めてその意義は何

か。 

（２）同志社国際高等学校の辺野古学習につい

て、文部科学省が教育基本法に違反すると

したことで、平和教育が委縮するのではな

いかとの不安の声がある。本市として平和

学習を継続すべきと考えるが所見は。 

（３）修学旅行経費は高騰しているが、平和学

習補助金を拡充すべきではないか。 

 

ホルムズ海峡の封鎖により、石油の輸入量が

激減し、石油関連品の不足や燃料費高騰で食料

品をはじめ、様々な商品が軒並み値上げされ、

市民生活に影響が出ている。 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３　自転車への

交通反則通告制

度について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　日常生活用

具給付事業の要

件緩和について 

 

 

 

 

（１）建設業界、農業関係、医療・介護など多

くの分野で資材不足が深刻であるとの声を

聞くが、市は実態を把握しているのか。 

（２）資材不足により、建設現場が停止もしく

は遅延すると危惧する声もある。市発注の

公共工事に影響は出ていないか。 

（３）物価高騰で市民の暮らしは厳しさを増し

ている。市として迅速な支援対策を検討す

べきではないか。 

（４）資材不足で事業者の営業も深刻になって

いる。コロナ禍のような支援策が必要では

ないか。 

 

　令和８年４月から自転車にも交通反則通告制

度（青切符）適用が開始された。市民には回覧

などにより周知徹底が図られたが、自転車利用

者からは「中身がよく分からない」との不安の

声が寄せられている。 

 

（１）過去３年間の市内における自転車事故件

数を把握しているのか。 

（２）運転免許証返納などで自転車を利用する

高齢者が増加している。今回の青切符制度

の内容説明や運転実技などの講習会を市民

が要望すれば開催できないか。 

（３）違反や事故をなくすためには、自転車に

優しい道路整備が不可欠である。歩道の段

差解消や突出しているマンホールの改修な

ど具体的な整備計画が必要ではないか。 

（４）全国的に青切符制度を悪用した偽警察官

による反則金詐欺事件が発生している。被

害に遭わないため、市民に注意喚起をすべ

きではないか。 

 

　亀岡市障害児（者）日常生活用具給付事業の 

中に、在宅療養等支援用具として動脈血中酸素

飽和度測定器（パルスオキシメーター）の給付

がある。コロナ禍以降「低酸素状態の早期発

見」の重要性が再認識され、京都市をはじめ近

隣自治体では支給対象者の範囲が拡大されてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（１）本市のパルスオキシメーターの給付対象

者の要件は。 

（２）全国で在宅酸素療法導入者は約１７万人

いると言われるが、市内の導入者数は把握

しているのか。 

（３）在宅酸素療法導入者も対象者とするよう

見直すべきではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 10 林　　徹司 

6 月 17 日(水) 

14：45～ 

 

※一問一答 

１　市役所開庁

時間帯について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　全国都市緑

化フェアｉｎ京

都丹波について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　昨年、令和７年１０月から令和８年３月を試

行期間とし、その後先月５月より開庁時間帯が 

午前９時から午後４時３０分に変更されたが、

どのような変化や効果が市民側と職員側に表れ

ているのか問う。 

（１）運用前のアンケートでは５７パーセント

が時間変更を知らなかったとあった。ま

た、６８パーセントの市民に理解を得たと

していたが現在、市民からの反応は。 

（２）行政側は重点施策に取り組む職員の増員

を可能とした上で、今回の人事配置で具体

化されたのか。 

（３）働き方改革や提案意識の向上など、他に

どのような効果が認められたのか。 

（４）職員、何より市民福祉の増進のためにデ

ジタル市役所を掲げているが今後、窓口業

務のみならず拡大するにはＡＩや革新的な

技術を導入する必要性があるのでは。 

（５）将来的にはどのような市民サービスのグ

ランドデザインを描き導くのか。 

 

　今秋に開催される全国都市緑化フェアｉｎ京

都丹波は大きな予算の上、２市１町が連携した

重要なイベントとして準備が進められているが 

進捗状況を確認する。　 

（１）イラン侵攻、ホルムズ海峡閉鎖による物 

　　価高騰は建築資材へも大きな影響を及ぼし

ているが開催への影響は。 

（２）京都・亀岡保津川公園と亀岡運動公園の 

　　２会場において計画より大きな変更はない

のか。 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ３　自転車の安

全運転対策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　高校生参画

のまちづくりに

ついて　　 

 

 

 

 

 

 

５　地域がつな

がる学校教育の

環境整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　自転車青切符違反制度の実施がこの４月より

はじまった。違反行為は１１３項目もあり、理

解不足で高校生が反則金詐欺などに遭った事例

も発生している。 

（１）今回の実施から本市においてトラブルや

事件などの状況は。 

（２）高校生の保護者の方から法令遵守を家庭　

でも指導しているが、「市から分かりやす

い法規の説明教示を行ってもらいたい。」

と声があり、取り組むことはできないか。 

（３）本市は通行可能な歩道が少ないが、通学

路における安全な自転車走行が可能な市道

についての見解は。 

（４）自転車も歩行者も安心して通行できる市

道を今後、進めていく考えは。 

 

これからの未来を担う高校生の主体性と自由

な発想を生かし、まちづくりに取り組む市町も

増えてきている。 

（１）高校生参画の取組に対する所見は。 

（２）栃木県小山市では高校生まちづくりプロ

ジェクトとして高校生の企画に予算をつけ

事業化しているが、本市も導入してはどう

か。 

 

小・中・義務教育学校において、現在学校教

育の環境は、地域や学校の状況により規模や内

容は異なっているが優先順にて整備が大きな事

業として進められている。 

（１）今年度、予算計上されている東輝中学校　

の整備事業の進捗状況は。 

（２）多様な学びの場推進事業において様々な

取組を進めているが、中学校の校内教育支

援センターの設置を出来るところからでも

加速してはどうか。 

（３）教育に合わせ地域でもつながる場所とし

て、自治会からも要望のある多目的ホール

を設置する考えは。 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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 11 大石　慶明 

6 月 17 日(水) 

15：30～ 

 

※一問一答 

１　防災施策の 

さらなる充実に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　南丹市事件

の再発防止に向

けた取組につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

過日開催された亀岡市防災会議において令和

７年度の取組成果、令和８年度事業について報

告された。地域防災リーダー育成事業等が着実

に推進されるとともに、カーシェルター野水も

５月２３日に竣工し、防災施策は着実に推進し

ていると考えるが、さらなる充実に向けた取組

について問う。 

（１）以前、震災時の火災防止対策として感震

ブレーカー設置補助について質問したが、

再度問う。京都市では５万円の補助を実施

している例もあることから再検討する考え

は。 

（２）今年５月２９日から新しい防災気象情報

が運用されることとなった。この新たな運

用に伴い、考えを問う。 

①自治会及び市民に対しての説明会を実施す

る考えは。 

②気象警報の変更により、避難行動のタイム

ライン・避難所開設時期の変更はあるの

か。 

 

今年３月南丹市園部町で小学生が養父に殺害

される痛ましい事件が発生した。本市において

同様な事件の再発防止に全力で取り組む必要が

ある。そこで小・中・義務教育学校における再

発防止について問う。 

（１）子どもが欠席した時の連絡体制は。 

（２）学校周辺の安全管理環境は。 

（３）遠距離通学の児童生徒における登下校の

見守り状況は。 

（４）ＰＴＡと学校との連携について問う。 

①ＰＴＡの設置状況は。 

②ＰＴＡとの対話会・交流会等の実施状況

は。 

（５）南丹市事件の事案を踏まえた今後の取組

は。 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 
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 ３　地域包括ケ

アシステムのさ

らなる充実につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　ケアラー支

援の充実につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年の少子高齢化により本市においても３１

パーセントを超える高齢化率となっている。高

齢者の介護・福祉・保健・医療等を支援するた

め７ケ所の地域包括支援センターを設置してい

るところであるが、要支援・要介護に至るまで

に、早期予防に取り組むことが必要と考える。

そこで地域包括ケアシステムの充実について問

う。 

（１）地域包括支援センターについて問う。 

①事業主体は。 

②専門員等配置状況は。 

③人員の充足状況は。 

（２）亀岡市地域密着型サービス運営協議会及

び地域包括支援センター運営協議会につい

て問う。 

①構成メンバーは。 

②開催周期は。 

（３）介護・看護人材の確保に向けた取組は。 

（４）地域包括システムの現状と課題は。 

広島県尾道市では公立病院、地元医師会、薬

剤師会等が中心となり地域介護の関係機関と一

体となって在宅ケアシステムを構築され、看

護・介護の重症化の防止に取り組んでいる。 

（５）本市も地元医師会、薬剤師会等を中心と

したケアシステムを構築すべきと考えるが

所見は。 

 

近年においては障がい者はもとより高齢化の

進展に伴い要介護者が増加している状況であ

り、身近で世話をするケアラーを地域全体で支

える仕組みづくりが課題となっている。そこで

本市におけるケアラー支援の充実について問

う。 

（１）ケアラーがいる世帯は全世帯の何パーセ

ント程度か。 

（２）本市とケアラーがいる世帯との相談会等

の取組状況は。 

（３）世帯間同士の交流会状況は。 

（４）自治会等における地域の高齢者見守り支

援事業の取組状況は。 

（５）ケアラー支援の現状と課題は。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（６）京都市等でケアラーを支える取組として

「ケアラー支援条例」が制定されている。

本市も支援条例等を作成し支援の充実を図

るべきと考えるが所見は。 

 

 

 

 

 12 大塚　建彦 

6 月 19 日(金) 

10：00～ 

 

※一問一答 

１　修学旅行の

安全確保と中立

性について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　地域限定保

育士制度につい

て 

 

 

 

 

 

近年、修学旅行や平和学習では、戦争の悲惨

さや命の尊さを学ぶ取組が全国的に行われてい

る。一方、沖縄県名護市辺野古周辺での平和学

習中に生徒の尊い命が失われる痛ましい船舶事

故が発生した。教育活動においては、安全確保

が最優先であり、同時に政治的中立性や多面的

視点に基づく学びが求められることから、以下

について問う。 

（１）修学旅行や平和学習で利用する船舶やバ

ス、体験活動に携わる事業者に対する、安

全管理体制や法令遵守状況などの確認はど

のように行っているのか。 

（２）本市において、学校が旅行会社を介さ

ず、市民団体や任意団体と直接契約・連携

することはできるのか。また、ルールなど

はあるのか。 

（３）語り部やガイド、民間団体関係者を起用

する際、政治的中立性や教育的公平性をど

のように担保しているのか。 

（４）戦争被害や基地問題だけではなく、安全

保障環境や抑止力など、多面的視点による

平和学習の実施ついての見解は。 

（５）組織的安全管理体制と責任の所在につい

てはどのように考えるのか。 

（６）満州からの引き揚げに関する実体験な

ど、地域に根差した平和学習を行うことに

も意義があると考えるがどうか。 

 

全国的に保育人材の不足が深刻化する中、保

育現場では保育士確保が大きな課題となってい

る。令和８年３月議会で質問した、子育て支援

員養成講座について、早速実施していただき感

謝している。現在、国において保育士不足の解

消に向け、地域限定保育士制度の一般化が進め

られている。 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３　さくら有機

堆肥の品質管理

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

４　農業資材高

騰と農家支援に

ついて 

 

 

 

 

 

（１）地域限定保育士制度について、本市とし

てどのように認識しているのか。 

（２）地域限定保育士制度について、保育人材

の確保策の一つとして、京都府に制度導入

に向けた働きかけや協議を行う考えはある

のか。 

 

公益財団法人亀岡市農業公社において製造さ

れている堆肥「さくら有機」は、本市の循環型

農業を支える重要な事業として位置づけられて

おり、市としても施設改修や機械設備の更新な

ど多額の公費を投入している。一方で、令和５

年には、「さくら有機」を散布した農地におい

て、外来種である「掃き溜め菊」が大量発生

し、農業被害に伴う補償問題が発生したという

経緯がある。 

（１）令和５年に発生した「掃き溜め菊」の大

量発生について、亀岡市及び亀岡市農業公

社は、発生原因をどのように分析し、整理

しているのか。 

（２）現在の「さくら有機」の製造工程におい

て、どのような品質管理基準を設けている

のか。 

（３）堆肥製造工程における温度管理記録・作

業日誌・発酵熟成管理記録などは適正に保

存・確認されているのか。 

（４）今後、同様の問題を生じさせないため、

市として第三者的な品質確認や外部専門機

関との連携を検討する考えはあるのか。 

（５）「掃き溜め菊」に汚染された農地におい

て、安全で安心して野菜づくりができるよ

う、どのような方策を考えているのか。 

 

昨今の不安定な国際情勢や円安、原油価格の

高騰により、肥料・農薬・燃油・ビニール資材

など、農業経営に必要な資材価格が大幅に上昇

している。特に新規就農者や、中山間地域にお

ける小規模農家や高齢農家においては、農産物

価格への転嫁が難しく「作っても利益が残らな

い」との声も多く聞かれる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（１）現在の肥料・農薬・燃油・農業資材など

の価格高騰について、本市として市内農家

への影響をどのように把握しているのか。 

（２）新規就農者や高齢農家、小規模農家から

補助金などの制度内容が複雑で申請が困難

であるとの声もあるが、本市として利用し

やすい支援体制を整備する考えはあるの

か。 

（３）本市が推進する有機農業や環境先進都市

政策と連携し、持続可能な地域農業支援を

強化するべきだと考えるが所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 13 土岐　　新 

6 月 19 日(金) 

10：45～ 

 

※一問一答 

１　自治会・地

域コミュニティ

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　地域包括ケ

アシステムの充

実について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治会は防災、防犯、見守り、伝統行事など

地域を支える重要な基盤である。一方で加入率

低下や担い手不足が進み、地域ボランティアだ

けでは限界が見えつつある。持続可能な地域コ

ミュニティ維持へ市の支援強化が求められる。 

（１）自治会加入率や役員不足について、市は

現状をどのように認識しているのか。 

（２）自治会だけで防災、防犯、見守りなどを

担い続けることへの限界について、市の認

識は。 

（３）自治会役員の負担軽減やデジタル化支援

をどのように進めるのか。 

（４）伝統行事維持や新住民参加促進へ、市と

してどのような支援を行うのか。 

（５）自治会、ＮＰＯ法人、企業、学校等との

連携をどのように構築するのか。 

 

尾道市視察では、多職種連携や専門職育成の

重要性を確認した。高齢化が進む中、重複服薬

対策や医療・介護・福祉連携の強化は亀岡市に

とって重要な課題であり、専門性を継続できる

体制づくりが求められる。 

（１）地域包括ケアシステムの現状と課題をど

のように認識しているのか。 

（２）重複服薬や多剤服用への対応をどのよう

に進めているのか。 

（３）医師会、薬剤師会、介護事業者などとの

連携強化をどのように進めるのか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３　教育補助員

不足への対応に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　部活動地域

展開について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）専門職人材育成と専門性を継続して生か

す配置をどのように進めるのか。 

（５）地域包括支援センターの相談体制や見守

り支援強化をどのように進めるのか。 

 

学校現場では支援を必要とする児童生徒が増

える中、教育補助員の役割が重要となってい

る。しかし、人材不足により現場負担が増加し

ており、児童生徒への十分な支援体制確保が課

題となっている。 

（１）教育補助員の配置状況と不足の現状をど

のように認識しているのか。 

（２）教育補助員不足が学校現場へ与える影響

をどのように把握しているのか。 

（３）教育補助員確保に向けた処遇改善や支援

体制強化をどのように進めるのか。 

 

部活動の地域展開が進む中、子どもがスポー

ツや文化活動を通じて協調性や努力を継続する

力を育む機会を失わないことが重要である。教

育的価値をどう維持していくかが課題である。 

（１）地域展開による活動機会や人間関係づく

りの格差をどのように認識しているのか。 

（２）部活動で培われた人間力を今後どのよう

に育成していくのか。 

（３）地域クラブに参加しない子どもの成長機

会をどのように保障するのか。 

（４）小学校教育へ新たな視点を取り入れる必

要性について教育長の見解は。 

（５）文化部を含む活動機会をどのように維持

するのか。 

（６）教職員の関わり方や負担軽減、安全管理

をどのように進めるのか。 

（７）地域指導者や補助員確保をどのように進

めるのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



24 

 14 山木　裕也 

6 月 19 日(金) 

13：00～ 

 

※一問一答 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域主体による花火大会は、地域コミュニテ

ィの活性化や交流人口の増加に大きく寄与して

いるが、運営費の高騰や担い手不足などにより

開催が困難となる事例も見られる。地域の特色

を生かした持続可能な花火大会の在り方につい

て問う。 

（１）本市における花火大会開催の現状及び開

催目的は。 

（２）花火大会開催に係る運営面、財政面及び

安全対策上の課題は。 

（３）自治会や地域団体などが主体となって開

催する公募型・分散型花火大会に対する支

援について、どのように考えているのか。 

人口減少や少子高齢化が進む中、地域と継続

的に関わる「関係人口」の創出が重要となって

いる。国においても、地方創生の取組として

「ふるさと住民登録制度（第２の住民票）」の

推進が進められている。本市は全国に先駆けて

ふるさと住民登録制度を導入しており、多くの

魅力ある地域資源を有する利点を生かし、亀岡

ファンを増やしながら関係人口の増加につなげ

ていくことが重要であると考える。 

（４）亀岡市ふるさと住民登録制度の登録者数　　

及び登録者の居住地域、年齢層並びに登録

動機など現在の状況はどうか。 

（５）全国の先行事例では、登録後の交流が継

続しないことや制度の認知度不足、地域と

の関わりが深まらないことなどが課題とし

て指摘されている。亀岡市として、どのよ

うな課題を認識しているのか。 

（６）京都サンガＦ.Ｃ.サポーター、ふるさと

納税寄附者、亀岡出身者、観光客、スポー

ツ・文化イベント参加者などを対象に、今

後、どのように関係人口の拡大を図ってい

くのか。 

（７）花火大会を活用した地域コミュニティの

活性化、交流人口及び関係人口の創出に向

けた今後の方向性についての考えは。 
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２　街路樹管理

ＤＸの推進につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　公共スポー

ツ施設の利便性

向上について 

 

 

 

 

（８）ふるさと住民登録制度を単なる登録制度

で終わらせないため、「亀岡ふるさと住民

ファンミーティング」などを開催し、市民

や事業者との交流を促進するとともに、地

域活動やボランティア活動への参加につな

げる仕組みづくりを検討してはどうか。 

（９）将来の関係人口や移住・定住候補者を育

成するため、全国の小中学生を対象とした

「亀岡サマーキャンプ」や、保津川でのラ

フティングと河川美化活動を組み合わせた

「エコラフティング」、農業体験、里山体

験など、亀岡の自然や地域資源を活用した

体験型プログラムを実施してはどうか。 

 

近年、全国各地で街路樹の倒木や落枝による

事故が発生しており、市民の安全確保が重要な

課題となっている。本市においても街路樹の老

木化が進む中、令和５年１２月議会では切株の

安全対策や樹木の空洞化診断について提言を行

った。その後、ＡＩ打音診断や空洞化診断装

置、ＧＩＳによる樹木台帳管理、ドローン点検

など、デジタル技術を活用した街路樹管理が全

国で進められている。限られた人員と予算の中

で効率的かつ計画的な維持管理を行うため、街

路樹管理ＤＸについて問う。 

（１）街路樹の管理状況及び安全点検の現状は

どうか。 

（２）老木化や倒木・落枝対策における課題は。 

（３）ＡＩ打音診断、空洞化診断装置、ＧＩＳ

管理、ドローン点検などの先進事例に対し

て、どのように認識しているのか。 

（４）デジタル技術を活用した予防保全型の街

路樹管理の可能性についての考えは。 

 

行政手続のデジタル化やキャッシュレス化が

進む中、市民が利用する公共スポーツ施設にお

いても、利用者の利便性向上が求められてい

る。テニスコートやグラウンドなどについて

は、社会体育や健康づくりの場として多くの市

民が利用しており、施設予約や利用料金の支払

い手続の簡素化が期待される。 
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（１）都市公園内の施設及び社会体育施設にお　

ける利用料金の支払方法の現状と課題、並

びに支払手続のデジタル化についてどのよ

うに認識しているのか。 

（２）ＱＲコード決済やオンライン決済を導入　　　

し、テニスコートやグラウンドなどの現地

でＱＲコードを利用して、スマートフォン

で予約から決済まで完結できる仕組みを導

入してはどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 15 三上　　泉 

6 月 19 日(金) 

13：45～ 

 

※一問一答 

１　子ども版

「防衛白書」の

学校配布につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年２月に市内の小・中・義務教育学校に、

防衛省作成の、子ども版「防衛白書」である

「まるわかり！日本の防衛」（２０２５年版）

が配布されたと聞く。学校教育の場にはふさわ

しくないとの声が多く、防衛省や文部科学省に

対して学校へ配布しないよう申し入れがされて

おり、防衛省も学校への配布の方針を決めてい

ない中で、本市は京都府内で唯一、全国的にも

数少ない配布自治体となっている。 

（１）各学校に配布された経緯とその後の取扱

いはどうであったか。 

（２）この冊子を児童生徒の目に触れさせるこ

と、すなわち、学校教育における教材とし

て活用することについては、数々の問題が

指摘されているが、どのように考えている

のか、以下の点での所見を問う。 

①　アメリカをはじめとする同盟国・協力国

を「仲間」と表現し、特定の国を「価値観

を共有しない国家」として、その軍事活動

を取り上げて「脅威」のように記述してい

るが、全ての国を尊重し、武力や軍事力を

用いずに良好な関係を築くことこそ目指す

姿であるという、本市の目指すべき世界連

邦の考え方に反するのではないか。 

②　自衛隊の活動以外にも、入隊後の処遇や

キャリアプランの解説を付けていることや

文章表現からも実質的に自衛官勧誘や就職

情報につながる内容となっており、国際的

な条約にも違反しているのではないか。 
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２　市民の移動

権を守る公共交

通について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件にとどまらず、学校には教育委員会の

逓送棚に外部団体から様々な配布物が入れら

れ、チェックができないまま学校に届くと聞

く。ただでさえ、多忙で過密な勤務となってい

る学校からは悲鳴の声が上がっている。 

（３）もう少し制限や配慮が必要ではないか。

とりわけ市役所内の他の所管部課からは留

意すべきではないか。 

（４）様々な配布物や掲示・展示、コンクール

やイベントへの参加・協力依頼などが学校

に寄せられるが、外部からはもちろんのこ

と教育委員会であっても一律に強制するも

のではなく、学校の教育課程編成は各学校

にあるので、対応を決めるのは各学校であ

ることに間違いはないか。 

 

市民の移動権は生存権であるとして、その保

障はまちづくりの重要課題であることを、市も

認識を共有しているものと確認してきた。住民

の移動権保障にようやく国土交通省も本腰を上

げつつある中で、新たな可能性や特例的な措置

も提案し始めている。本市議会では、先般５月

２２日に公共交通対策特別委員会が開催され、

担当部課から令和７年度の取組状況と令和８年

度の取組課題について報告を受けている。 

（１）特別委員会で提示された資料によると、

篠地区のコミュニティバスの利用人数は、

年々増加している。令和６年度と比べた令

和７年度の増加分は、ほぼ、昼間時間帯で

あることから、通勤・通学よりも、様々な

理由での「お出かけ」でのニーズが高まっ

ていると推測できるが、市はどのように分

析しているか。 

（２）昼間時間帯にバスを利用する市民から

は、市役所やガレリアかめおかまでの直通

を望んでいる声が多い。また、コミュニテ

ィバス運行経路地域以外の地域からも、

「ガレリアかめおかで午前１０時から催し

物や教室があっても、都合のよいバスがな

いから困っている」という声が多い。篠地

区コミュニティバスの市役所・ガレリアか
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３　ボール運動

などができる場

づくりについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　誰もが行き

たくなる学校づ

くりについて 

 

 

 

めおかまでの延伸と、各地域から市役所や

ガレリアかめおかまで直通で行ける交通の

充実は喫緊の課題であるが、対応策の検討

はどの程度進んでいるのか。 

（３）この間、一貫して、運転手不足や民間の

経営問題、自治会や地域団体の力量などに

左右されない市直営の無償デマンド交通な

どの展開を将来的なビジョンとして提案し

ている。地元の事業所を応援して共存共栄

することは大事だが、遠くない将来に、い

つ、事業所の撤退や営業形態の変更の可能

性もなくはない。それでも市としては市民

の移動権を保障するために、現在の計画の

更新に向けて、あらゆる可能性を探るべき

である。そろそろ本腰を入れるべきではな

いか。 

 

本市は、スタジアムを中心にしたスポーツを

通じてのまちづくりをうたっているが、子ども

たちがボールを使って自由に遊べる公園や広

場、運動場が、自分たちの居住地の近くにはあ

まりないというのが現状ではないだろうか。特

に亀岡東部など人口の多い地域では、子ども一

人あたりの公園や広場の面積は足りていない。

また、グラウンドゴルフなど高齢者のスポーツ

交流の場も要望の声が強い。保津川右岸の活用

の際に、運動場や多目的広場を加えるべきだと

以前から提案している。 

（１）保津川右岸河川敷の活用について現在ど

のような構想・計画となっているのか。 

（２）整備された運動場とともに、市民が自分

たちで管理（草引きや整地）して自由に使

える多目的広場も含めた場の設定を行う考

えは。 

 

不登校や問題行動の出現率が高いことに危機

感を感じて、大学とも連携して提供された理論

に基づいた不登校、問題行動の未然防止に向け

た学級集団づくりを中心にした「だれもが行き

たくなる学校づくり」を、市を挙げて全ての学

校で取り組むことで、出現率を激減させた岡山
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県総社市に、市議会総務文教常任委員会として

行政視察調査を先日行った。平成２２年から令

和６年までの間、中学校の不登校出現率が全国

平均で２．７４パーセントから６．７９パーセ

ントに急速に上昇しているのに対し、総社市で

は３．６３パーセントから２．７１パーセント

に降下している。成果が数値結果として確かに

出ている取組に衝撃を受けた。同時に、委員か

らは「ほとんど予算をかけずにこれだけの成果

をあげられるならぜひ亀岡でも取り入れるべき

だ。」「そんなに難しいことでも、特別なこと

でもなく、子どもたちに任せて、自分でできる

力、友だち同士で支える力を付けるという、昔

からある本来の学校の姿に戻していけばよいの

では。」との声も出された。 

（１）本市において、不登校児童生徒の学ぶ権

利を守り、それを保障する場づくりに力を

入れていることは理解しているが、そもそ

も不登校の出現率を下げて、誰もが楽しく

学校に通えるようにするための、学校づく

りの抜本的な改革について、本市としてど

のような努力をされているのか。 

総社市の「だれもが行きたくなる学校づく

り」の取組は、いくつか大学の先生方の理論的

アドバイスをもとに、全ての学校・園で、全て

の子どもに自分でできる力と友だち同士で支え

る力を付け、支持的風土のある学級づくりによ

って良質な人間関係をつくるという、開発的・

包括的生徒指導を、全ての学校で全ての教職員

によって、また、保護者、地域の協力を得て取

り組まれている。あくまで一つの参考例として

受け止めていただきたいが、その着眼点や手法

（４つの柱）である、①「ピア・サポート」、

②「ＳＥＬ（Ｓоｃｉаｌ　аｎｄ　Ｅｍｏｔ

ｉｏｎａｌ　Ｌｅａｒｎｉｎｇ）（社会性と情

動の学習）」、③「協同学習」、④「品格教育

／ＰＢＩＳ（Ｐｏｓｉｔｉｖｅ 　Ｂｅｈａｖｉ

ｏｒａｌ　Ｉｎｔｅｒｖｅｎｔｉｏｎｓ　ａｎ

ｄ　Ｓｕｐｐｏｒｔｓ）（肯定的な行動介入と

支援）」は、本市でも大いに生かすべきだと考

える。 
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５　学校・園に

おける照明のＬ

ＥＤ化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）日常的な教科学習や特別活動に上記の４

つの柱を織り込むと同時に、特別に時間を

確保してこだわった取組をされている総社

市の実践に対する所見は。 

（３）一人一人の学びの場を保障する取組と同

時に、総社市のような取組こそ求められて

いるのではないかと感じるが、本腰を入れ

て取り組むべきではないか。 

（４）市内の全ての学校・園がそれぞれの特色

を生かしながら、誰もが行きたくなるよう

な学校づくりを一斉に進められるよう、先

進地の実践例を調査・検討し、各校・園を

サポートする体制を教育部としてつくれな

いか。 

 

地球の環境を守るために、来年からは蛍光灯

や水銀灯の製造・輸出入が禁止される。市役所

庁舎は全ての照明がＬＥＤ化されたが、市内の

学校はそうなっていない。以前の質問では、保

育所・こども園は令和７年度中に完了するが、

学校については整備計画に基づき順次交換する

という答弁だった。世界に誇れる環境先進都市

であり、かつ、子どもファーストであるため直

ちに完了を求めてきた。 

（１）学校におけるＬＥＤ化完了はいつになる

予定か。 

（２）前倒しで、直ちに完了すべきではない

か。 
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 16 山本由美子 

6 月 19 日(金) 

14：45～ 

 

※一問一答 

１　高次脳機能

障がい者支援に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳卒中や交通事故などで脳が損傷し、思考や

記憶、言語などの脳機能に支障が出る「高次脳

機能障がい」は、外見からは分かりにくいた

め、「見えない障がい」とも呼ばれている。そ

の特性への理解が十分進んでいないなどの理由

から、当事者や家族は適切な支援を受けること

ができず、日常生活や社会生活に困難を抱えて

いるとの指摘がある。こうした中、令和８年４

月１日に「高次脳機能障害者支援法」が施行さ

れた。 
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２　リフィル処

方箋の周知と活

用促進について 

 

 

 

 

 

 

（１）本市において、高次脳機能障がいの診断

を受けている方の人数及びその推移や傾向

について、本市の認識は。 

（２）自治体に対し、総合的・計画的な施策の

策定・実施及びその実施状況の公表に努め

ることが求められているが、本市として今

後どのように取り組んでいくのか。 

（３）次期計画である「第５期亀岡市障がい者

基本計画」及び「第８期亀岡市障がい福祉

計画」の策定に当たり、当該障がいへの支

援についてどのような具体的内容を盛り込

んでいく考えか。 

（４）本市における窓口相談の現状と課題を問

うとともに、関係機関の緊密な連携による

相談体制のさらなる整備に向けた取組は。 

（５）障がいの特性に関する市民の理解を深め

るため、学校や地域、職域など様々な場を

通じて、今後どのような広報及び啓発活動

を展開していくのか。 

（６）行政窓口や現場の職員、専門職（ケース

ワーカー、保健師、学校教員など）が初期

の段階で「気づき」や適切な対応ができる

よう専門性を高める研修について、実施状

況と今後の計画は。 

（７）教育現場における当該障がいへの理解

や、児童生徒に対する支援体制の整備につ

いて、具体的な取組は。 

（８）医療、福祉、保健、教育、労働などの関

係機関が横断的に連携するネットワーク体

制について、本市はどのように構築・強化

していくのか。 

 

　令和４年度に導入された「リフィル処方箋」

は、症状が安定している患者で一定の要件を満

たした場合、 医師が定めた期間内に最大３回ま

で繰り返し使用可能な処方箋である。本制度

は、市民の通院負担軽減や待ち時間の短縮、さ

らには医療費の適正化にもつながる重要な取組

である。しかし、導入から数年が経過した現在

も市民の認知度は低く、十分に活用されている

とは言えない現状がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３　公共ライド

シェアの導入に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）本市におけるリフィル処方箋制度の認知

状況及び実際の利用・発行状況は。 

（２）市民や保険者が本制度を利用するメリッ

トや留意すべき注意点について、本市の認

識は。 

（３）本制度の周知に向け、本市では現在どの

ような取組を行っているのか。 

（４）制度のさらなる普及に向け、地域の薬局

（薬剤師）から患者への積極的なアプロー

チを促すなど、関係機関との連携体制を構

築すべきと考えるが、見解は。 

（５）市民の利便性向上や医療費の適正化に大

きく寄与する本制度について、今後のさら

なる活用促進に向けた本市の基本方針は。 

 

　バス事業を取り巻く全国的な運転士不足など

を背景に、平成１７年より運行を開始している

ふるさとバス「別院コース」について、現行路

線を維持することが極めて困難な状況に直面し

ている。市は新たな交通空白地が生じることを

防ぐため、亀岡市が事業主体となる自家用有償

旅客運送（公共ライドシェア）への転換方針を

示した。地域住民の移動の足を確実に守り、よ

り利便性の高い公共交通の構築が望まれる。 

（１）ふるさとバス「別院コース」の利用実態

は。 

（２）対象地域の住民や関係組織への説明及び

情報共有の現状は。 

（３）今後実施予定のアンケート調査につい

て、実施時期や対象者、具体的な調査内容

はどのように考えているのか。 

（４）アンケート調査で得られた住民ニーズや

意向を、今後の「具体的な運行手法」の検

討にどのように反映させていくのか。ま

た、運賃体系の考え方はどうか。 

（５）新たな運行体制への転換に向け、今後の

具体的なタイムスケジュールは。 

（６）公共ライドシェアへの転換に当たり、住

民の声を反映した最適な手法を選択するこ

とで、従来のバスに比べて、運行ルートや

ダイヤ設定などの「利用者の自由度（利便

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



33 

  

 

性）」が向上すると考えるが、市としての

見解は。 

 

 

 17 法貴　隆司 

6 月 19 日(金) 

15：30～ 

 

※一問一答 

１　環境課題に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　地域課題に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　脱炭素社会の実現や資源循環型社会への転換

が求められる中、木質バイオマスや農業残渣な

ど地域未利用資源の有効活用が全国的な課題と

なっている。本市においても森林整備に伴う間

伐材や農業由来の未利用資源が存在しており、

地域内循環による資源活用や環境負荷低減への

期待が高まっている。 
（１）本市における間伐材、もみ殻、剪定枝等

の未利用バイオマス資源の現状把握と利活

用状況は。 
（２）株式会社ガイア環境技術研究所では、Ｓ

ＵＭＩＸを活用し、高品質なバイオ炭を安

価に製造している。本市においても、地域

未利用資源を活用したバイオ炭事業を研究

する考えはあるのか。 
（３）バイオ炭は、土壌改良や炭素固定による

脱炭素化にも寄与するとされるが、本市の

環境政策や農業政策との連携についての見

解は。 
（４）森林整備で発生する間伐材等を地域内循

環させる地産地消型バイオマスの構築につ

いての見解は。 
（５）農事組合法人丹波畜産協同組合跡地活用

について、バイオ炭を含めた地域循環型バ

イオマス事業として発展させる考えは。 
 
地域では道路や水路、カーブミラー、通学路 
安全対策など、インフラの老朽化や生活環境に

関する課題が多く寄せられている。特に、高齢

化や交通量増加に伴い、安全・安心な地域づく

りへの対応が急務となっており、住民要望を踏

まえた計画的かつ迅速なインフラ整備が求めら

れている。 
（１）中学生の通学路でもある市道犬飼西条線

の路肩が崩落し危険な状態であるが、拡幅

も含め補修できないか。 
（２）市道山ノ下重利線がいまだに未舗装であ

るが舗装できないか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３　有害鳥獣対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　南郷池につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５　消防資機材

について 

 

 

 

（３）関西盲導犬協会への唯一の進入路であ

る、市道曽我部西別院線にかかる河内橋は

築７０年が経過し、老朽化が著しいが補修

対応できないか。 
 
　近年、本市でも鹿やイノシシ等による農作物

被害が深刻化している。捕獲後の処理だけでな

く、ジビエとして地域資源化し、農業振興や地

域ブランド化につなげる循環型の有害鳥獣対策

が全国的に進められている。 
（１）宮城県大崎市のジビエ食肉処理加工等施

設では、廃校施設を活用した公設民営方式

による施設運営を行っている。本市におい

ても、未利用公共施設を地域資源活用拠点

として利活用する可能性についての見解

は。 
（２）有害鳥獣対策を農業被害対策だけでな

く、観光・飲食・地域ブランド化と連携さ

せる必要があると考えるが、地域商社「株

式会社ＯＮＥかめおか」を中心とした本市

の今後の方向性は。 
 
南郷池において、放置された釣り糸にフクロ

ウが絡まり死亡する事故が発生し、新聞報道も

された。地域住民や自然保護団体からは、釣り

糸やごみの放置などへの改善を求める要望書が

提出されている。南郷池は貴重な自然環境を有

する場所であり、人と自然が共生できる環境保

全対策が求められている。 
（１）南郷池周辺では、放置された釣り糸やル

アー、ごみ問題が以前から指摘されている

が、現状把握と環境保全上の課題について

の認識は。 
（２）釣り禁止条例の措置や注意喚起看板の設

置、巡回強化などの対策を検討しては。 
 
近年、全国各地で消火栓ボックス内に配備さ

れている筒先や媒介金具等の消防資機材が盗難

される事案が相次いでいる。これらの資機材は

火災発生時に地域住民や消防団が初期消火活動

を行うための重要な設備であり、盗難によって

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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６　障がい者福

祉について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

使用不能となれば、市民の生命、財産に重大な

影響を及ぼしかねない。 
（１）亀岡市内には消火栓ボックスが何か所設

置されているのか。 
（２）過去５年間に盗難や紛失等の事案は何件

発生しているのか。 
（３）盗難防止のための対策は現在どのように

行われているのか。 
（４）全国では管理番号の刻印や防犯ステッカ

ーの貼付などが実施されているが、本市の

考えは。 
（５）盗難抑止のため、アルミ製等への計画的

な更新を検討してはどうか。 
 
障がいのある方が地域で安心して暮らし続け

るためには、移動支援を担うガイドヘルパーの

存在が不可欠である。しかし近年、福祉現場で

は人材不足や高齢化、制度上の制約により、支

援体制の維持が困難になりつつある。 
（１）現在、ガイドヘルパー研修は市外での受

講が中心であり、時間的・経済的負担が課

題となっている。本市独自での移動支援従

業者養成研修の開催や、近隣自治体・事業

者との連携による研修体制の構築について

の見解は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 18 平本　英久 

6 月 22 日(月) 

10：00～ 

 

※一問一答 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　昨年の市制７０周年に引き続き、本年は全国

に先駆けて都道府県や政令市以外で初めて「全

国都市緑化フェアｉｎ京都丹波」を開催する本

市であるが、これまでも頑張る子育て世代を応

援するための「子どもファースト」を宣言する

など常に市民の声に寄り添い、企業・団体等と

連携して先進的な取組を進めて来た中で、桂川

市長が目指す本市の姿について問う。 

（１）この度行われたウクライナトルスカヴェ

ーツ市訪問の目的は。 

（２）現在、ウクライナは戦時下にあるがトル

スカヴェーツ市の状況はどうであったか。 

（３）今回のトルスカヴェーツ市訪問はどのよ

うなものであったのか。またどのような成

果を見込んでいるのか。　　 

市長 
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２　環境先進都

市としての新た

な取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　子どもファ

ースト宣言に基

づく取組につい

て 

 

 

 

 

 

（４）市の鳥として制定したコウノトリ並びに

イカルチドリであるが、本市として保護に

向けた考え方は。 

（５）イカルチドリは保津川河川敷に生息して

いると聞くが現状と課題はどうか。 

（６）北陸新幹線の誘致に向けたこれまでの取

組は。 

（７）北陸新幹線の誘致に向けた今後の取組は。 

 

環境先進都市を目指し、これまでも様々な民

間企業との連携協定や自治会との協同事業を行

うなど先進的な環境政策に取り組んできた本市

であるが、現状と今後の取組について問う。 

（１）現在、世界紛争などに起因してナフサの

調達が困難であると聞くが、本市の指定ご

み袋への影響はどうか。 

（２）市民の理解と協力により行われているプ

ラスチックごみの回収であるが、再資源化

に向けた新たな取組はどのようなものか。 

（３）吉川町にオープンした「めぐるステーシ

ョン」であるが今後の展開をどのように考

えているのか。 

（４）「犬と暮らしやすいまち亀岡」として、

これまでマナーアップをコンセプトにした

冊子の発刊やわんわんフェスタの開催を行

ってきたが、本年行う事業はどのようなも

のか。 

（５）本市で行っている家庭用廃油の回収状況

とＳＡＦとしての再資源化に向けた取組は

どうか。 

 

子どもファースト宣言を行い、常に子育てす

る世代に寄り添い子育て支援の拡充に努めてき

た本市であるが、現状と今後の取組について問

う。 

（１）本市における待機児童と潜在的待機児童

の現状と対策はどうか。 

（２）子育て世代を対象とした各種申請手続の

現状はどうか。 

（３）子育て世代を対象としてオンライン申請

を拡充する考えは。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 19 竹内　博士 

6 月 22 日(月) 

10：45～ 

 

※一問一答 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　産後ケアの

広域連携につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本定例会には市内の小学生が傍聴に来られる

と伺っている。そこで、市長の政治姿勢につい

て、子どもたちの視点に立ち、「どのようなま

ちを目指しているのか」「子どもたちのために

どのような環境づくりを進めているのか」とい

う観点から問う。 

（１）子どもから高齢者まで楽しめる「第４３

回全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波～京都

丹波みどりの里まつり～」を目指している

とのことだが、それぞれの世代にとってど

のような意義や効果を期待しているのか。 

（２）全国都市緑化フェアの開催に向けて進め

られている亀岡運動公園のリニューアルに

ついて、どのような公園を目指して整備を

進めているのか。 

（３）新しい学校給食センターが令和１１年１

月に運営開始予定だが、子どもたちの健や

かな成長や食への関心を育む「食育」の観

点から、どのような給食を目指しているの

か。 

 

出産後の母親は、心身ともに大きな負担を抱

える中で育児に向き合っている。産後ケア事業

は、母親の心身の回復や育児不安の軽減を図る

重要な施策であり、利用者が安心して必要な支

援を受けられる環境づくりが求められている。

近年は自治体間の広域連携により利用可能施設

の選択肢を広げる取組も進められていることか

ら、本市の考え方について問う。 

（１）現在の亀岡市における産後ケア事業の実

施状況と利用実績は。 

（２）山間地域など生活圏が市域を超える地域

特性について、どのように認識しているの

か。 

（３）本市は産後ケア事業をどのような政策的

意義を持つ事業として位置付けているのか。 

（４）国が進める産後ケア事業のユニバーサル

化を踏まえ、今後、生活圏を考慮した広域

連携や市外事業者との連携強化も含め、産

後ケア事業をさらに充実させていくべきと

考えるが所見は。 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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 ３　人口減少時

代の地域戦略に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少が進む中、国は「関係人口」や「二

地域居住」の拡大を進めている。亀岡市の取組

も踏まえ、現状認識や今後の方針、受入体制、

官民連携について戦略を問う。 

（１）人口減少・高齢化の中、空き家は今後さ

らに増加し、地域価値やコミュニティにも

影響すると考えるが、本市の現状認識と今

後の見通しは。 

（２）空き家バンク中心の受け身型施策だけで

は限界もある中、二地域居住、関係人口、

ふるさと住民登録制度などと連動した、空

き家の戦略的活用が必要と考えるが、本市

の考えは。 

（３）本市は空家管理活用支援法人制度につい

て、制度周知にとどまらず、専門性を持つ

民間団体の指定・募集や、官民連携体制の

構築を具体的に進める考えは。   

（４）ふるさと住民登録制度について、単に登

録者数を増やすだけでなく、登録者を関係

人口、二地域居住、移住、空き家活用へと

つなげる具体的な導線設計が必要と考える

が、本市の考えは。   

（５）現在の相談会等の取組にとどまらず、空

き家になる前から気軽に相談でき、相続、

登記、管理、活用、移住、二地域居住まで

一体的につなぐ、官民連携型の常設ワンス

トップ窓口を検討すべきではないか。 

  

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 20 西口　純生 

6 月 22 日(月) 

13：00～ 

 

※一問一答 

１　市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北陸新幹線について、当初計画を策定する中

で当時総理大臣の田中角栄氏が示したのが亀岡

ルートであり、その理由としてはＪＲ東海道線

などの幹線交通網が災害などによって破壊され

た時の対応策として、日本海側で東京～小浜～

新大阪駅をつなぐルートとして線引きされたも

のであった。日本海側のルートを早期かつ安価

で次代に負担をかけずに整備することは、東京

から新大阪駅を結ぶとともに、バランスがとれ

た日本海側沿線地域の活性化につながるものと

して提案されており、この７月に与党整備新幹

線建設推進プロジェクトチームでルートが決定

されるが、そのことが喫緊の課題となっている。 

市長 
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２　全国都市緑

化フェアｉｎ京

都丹波について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３　角倉了以・

素庵の顕彰につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

（１）北陸新幹線亀岡ルートの誘致は、どのよ

うな戦略で行われているのか。 

（２）京都市出身の国会議員は、今も京都駅を

経由するルートを望んでいる。より効果的

な賛同者を得るための戦略として、確かな

妙案を求めたいと考えるがどうか。 

（３）私見であるが、亀岡市に新駅ができれ

ば、新大阪まで約１５分で行けるようにな

り、数兆円の経費節減も図れるようになる

と考えるが、市長の見解は。 

 

今年は「全国都市緑化フェアｉｎ京都丹波」

が２市１町で開催され、世界的にも名が知れた

イギリス国王チャールズ三世が会長を務めてい

る英国王立園芸協会主催のチェルシー・フラワ

ー・ショーで多くのメダル受賞をされている石

原和幸氏が、企画・出展されると伺っている。

新しい展開ができるが、作品の企画や展示の概

要はどのようなものになるのか、出展される石

原氏の人物像などを含めて確認したい。 

（１）石原和幸氏は、これまでどのような功績

を挙げてこられたのか。 

（２）同じく英国王室の出展者で特別賞受賞の

ジェームズ・ドーラン・ウェッブ氏の作品

も、亀岡市で出展されると聞いているが、

どのような作品を出展するのか。 

（３）このような形の緑化フェアは、例がない

のではないか。それぞれが王室とのつなが

りがある出展者で、市長の期待度も高いと

思うが見解はどうか。 

 

今年は、保津川開削４２０年を迎え、開削し

た角倉了以・素庵の顕彰委員会を立上げ、親子

の偉大さをどのように評価していくかというこ

とについて協議を重ねてきた。近江商人の流れ

を汲む吉田庄の吉田氏を名乗り、京の嵐山渡月

橋上流左岸に移り住んだ了以翁は「京は都であ

るにも関らず、港がない不便に気づけ」と吉田

一族を諭し、川を道とした「流通革命」を興す

計画を一族に論じ、理解を得て保津川開削に着

手した。保津川開削は、慶長１１年に着手し、

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 
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４　子どもたち

の英国王室との

夢実現について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

半年で嵐山まで完成させた。次に、高瀬川を開

削し伏見港につなげば大阪湾につながる。上流

は日吉まで開削し、一部陸送して由良川につな

げば、舟運で日本海につなぐことができる。川

を道として大量の物資を短時間で流通させる

「流通革命」で新時代を築き上げる。舟運によ

って多くの人の暮らしが豊かになる。この信念

を持って、交易で資金を集め、幕府には１銭も

出させずに、保津川開削を完成させて４２０年

を迎える。そこで、顕彰事業として、昨年に

「角倉了以・素庵の顕彰フォーラム」を開催し

たが、当初は「秋頃に文化資料館で角倉了以の

展示を行う」としか聞いてなかった。 

（１）顕彰委員会の意見を取り入れる考えはあ

るのか。 

（２）ベトナムのトンキン（現：ハノイ）また

は、ホイアンと姉妹都市・友好都市盟約を

結ぶ意思はあるか。 

（３）京都文化創生機構　冨士谷あつ子理事長

は、了以・素庵の功績は、地球規模の偉人

とまで表現され高く評価されている。顕彰

委員会として、亀岡市として、角倉了以・

素庵をＮＨＫ大河ドラマに取り上げてもら

うよう、市長から要請していただけない

か。 

 

英国王室へ「一緒に保津川下りしませんか」

と手紙を送って２０年目となる。今回、子ども

たちが再度、夢を実現するため、全国都市緑化

フェアで作品を出展する石原氏に保津小学校で

の講演を依頼したが、それらも含め確認したい。 

（１）保津小学校で石原氏が講演する日程と、

どのような内容なのか確認したい。 

（２）石原氏とジェームス氏の作品が出展され

るのであれば、この機会に２人と市長で一

緒に秋の保津川下りを体験していただき、

山々の景色の素晴らしさや急流の醍醐味を

感じてもらってはどうか。 
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（３）王室とつながりがある２人から王室の方

に保津川下りの素晴らしさを伝えていただ

ければ、王室も早く保津川下りに行きたい

と思ってくれるのではないかと思うが見解

は。 

（４）英国王室と保津小学校の子どもたちとの

夢の保津川下りが実現できれば、これをき

っかけに、来る・来ないは分からないが、

イギリス国王チャールズ三世の保津川下り

実現の道へとつながり、子どもたちが王室

の心を動かしたと、世界中にこの話題が流

れると思うが、市長の所見は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 21 齊藤　一義 

6 月 22 日(月) 

13：45～ 

 

※一問一答 

１  ６月補正予

算について 

 

 

 

 

 

２　亀岡農業者

の所得向上につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度亀岡市一般会計補正予算（第１

号）補正額４億４７０万円のうち、商工費の商

工業振興対策経費１億７５８万６千円が計上さ

れている。 

（１）その主な内容と本市経済効果は試算され

ているのか。 

 

亀岡の農産物は古くから京都の台所に供給さ

れており、近年では亀岡産の使用をアピールし

て提供されているなど、亀岡は京野菜の宝庫で

ある。この度、本市は株式会社京善と包括的連

携協定を締結した。同社のヴィーガン食品生産

拠点を誘致していくとあるが、それをどのよう

に本市活性化につなげていくのか、また、どの

ように農業生産者の所得向上につなげていける

のかを問う。 

（１）有機農産物を活用したヴィーガン食品の

開発が地域の有機農業者の増加につながる

のか。 

（２）オーガニックとヴィーガンの相乗効果に

よる高付加価値化を生産者にアピールする

べきだと考えるがどうか。 

（３）亀岡のテロワール「土地や風土を意味

し、その土地特有の霧の深さから生み出さ

れる農産物の味わいや品質に与える影響や

個性」をどのように発信するのか。 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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３　犯罪抑止と

防止について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４　公共ライド

シェアについて 

 

 

 

 

 

 

 

（４）環境先進都市として、サステナブル・ガ

ストロノミーをどのように構築していくの

か。 

（５）ヴィーガンを含め、ローカル・ガストロ

ノミーツーリズム等、オーガニック食やヴ

ィーガン食提供店巡りツアーの「亀岡フー

ドツーリズム」の考えは。 

（６）環境先進都市として「体内環境Ｎｏ.１健

康都市宣言」や「ヴィーガン首都宣言」を

してはどうか。 

 

栃木県上三川町で令和８年５月に発生した強

盗殺人事件は残酷であり、特に現役の高校生が

関わっていたことも衝撃である。本市における

今年４月までの犯罪情報によれば、軽犯罪認知

件数は１０３件で、前年同月より３６件増加し

ている。また、特殊詐欺件数も４件で、その被

害額は、９，６６１万円と高額であり、内訳は

ニセ警察、投資詐欺、ロマンス詐欺である。 

（１）使い捨てされ、一生人生を棒に振らない

ように若者への啓発はどのように取り組む

か。 

（２）高齢者への注意喚起やＳＯＳ相談受付の

考えは。 

上三川町では、事件前に不審車両が目撃さ

れ、地域や住民が注意を払っていたが事件は起

こった。 

（３）市民の生命・財産を守るため、防犯灯の

設置、地域における防犯意識の向上、見守

り機能となる隣組の強化、警察との相互協

力が必要と考えるがどうか。 

 

この度、国土交通省の令和８年度「交通空

白」解消等リ・デザイン全面展開プロジェクト

で、亀岡市ふるさとバス廃止路線の代替として

の公共ライドシェア事業が採択された。 

（１）地元と廃止路線の協議を行っているの

か。 

（２）現在、公共定期バスが乗り入れていない

地域への乗り入れ予定について、地元の意

向はどうか。 
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所管部長 
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所管部長 
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５　文化財保護

について 

 

 

 

 

６　平和教育に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）バスが小型化することに伴って、各路線

を全てフリー乗車にしてはどうか。 

（４）事業や運行主体は本市と京阪京都交通で

あるが、通学バスのドライバーの利活用も

考えてはどうか。 

 

この度、東別院町東掛にある春現寺の大般若

経が、京都府暫定登録文化財（書跡・典籍）に

登録された。 

（１）大般若経の保存・修復を本市として行う

べきではないか。 

 

本市の学校教育における平和教育について問

う。本年３月１６日、沖縄県名護市辺野古沖で

発生した転覆事故では尊い若い命が奪われた。 

そこで問題になっているのが「政治的中立違

反」である。教育基本法第１４条第２項は、

「法律に定める学校は、特定の政党を支持し、

又はこれに反対するための政治教育その他政治

的活動をしてはならない。」と規定している。 

（１）本市において、特定の政治的立場や政党

活動をされている方が教育現場におられる

と、教育の政治的中立性が損なわれ、平和

教育が偏った指導になっているのではない

かと心配する声を市民から聞くがどうか。 

（２）本市の修学旅行は、小学校は広島へ、中

学校は沖縄へ平和教育を目的に訪れるが、

修学旅行の事前学習は教育基本法にのっと

って中立に行っているのか。 

市長は戦時中であるウクライナトルスカヴェ

ーツ市へ訪問されたが、大規模な軍事力を有す

るロシアの一方的な侵略に立ち向かって４年３

か月が過ぎ、今も必死に戦っている。 

（３）現在も続いている武力衝突の中で、ウク

ライナの国民は何を守るために戦っている

と市長は感じたのか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

市長 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 22 福井　英昭 

6 月 22 日(月) 

14：45～ 

 

※一問一答 

１　クニッテル

通りの改修につ

いて 

 

ＪＲ亀岡駅の南側、駅前交差点から光秀広場

までの間の歩道拡幅、また３車線化について問

う。 

 

市長 

所管部長 
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２　新火葬場建

設について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）この区間については、歩道を広げること

と、南北に右折レーンを設けることで３車

線化していくということであったが、間違

いはないか。 

（２）この区間については、広がった歩道（屋

外を含め）にカフェができたり、キッチン

カーが営業できたりと、駅前に人が集える

空間を演出すると聞たが、実際はどのよう

になるのか。 

（３）このような事に間違いがなければ、関係

する条例なども変更する必要があるのでは

ないか。 

 

新火葬場の建設については、本市の積年の課

題であり、新火葬場計画の都市計画決定は、３

０～３５年前に遡るはずである。改めて進めて

いる新火葬場計画であるが、現在までの経過と

進捗、そして新火葬場計画そのものを問う。 

（１）約３０年前に計画が一度頓挫している

が、その時の経過とその内容は。 

（２）約２０年間、計画は停滞していたと認識

しているが、改めてスタートした計画にお

いてもここ数年停滞しているように思う

が、その内容と原因は何か。 

（３）新火葬場計画において、計画進行の遅れ

が前回頓挫した内容と同様なのであれば、

このまま進めて新火葬場の完成を見ること

ができるのか。 

新火葬場を現在の計画地である余部町丸山に

建設することの意義の一つは、近隣市町の需要

を取り込み、ある意味広域での利用を目指すこ

とで費用対効果が高く、需要のピークに間に合

うことから、市民福祉にもつながり、私は大賛

成であった。しかし、南丹市は新火葬場建設を

決定して進んでいるのが実情である。 

（４）新火葬場について、もう一度、現在地の

下矢田町で改修または新築する考え、ある

いは大井町の旧若宮工場跡地に建設する考

えはないか。 
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３　まちづくり

行政について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）このまま計画が遅れることになれば、市

民福祉として捉えても、その需要のピーク

に間に合わない、あるいは需要のピークに

近い時期の完成となれば、何のために新築

するのかという行政趣旨に反することにな

ってしまわないか心配だが、所見は。 

 

国道９号は、慢性的な渋滞が発生し続けてお

り、今後ますますの渋滞が予想される。この渋

滞緩和に向けて、我々議員を含め、行政からも

国へ要望活動を繰り返し、この度、数か所で交

差点改修に着手され、一定の成果を上げてきて

いると承知している。しかし、まちづくりの観

点からみると、当市も少し考え方を改める必要

があるかもしれないとの思いから質問する。 

（１）亀岡市域内の国道９号に４３か所もの信

号機がある。これは全国的にも珍しいほど

の密度であるということは認識しているか。 

（２）国道９号と言えば、一桁国道であるが、

当市内の国道９号の場合は既に生活道路と

なっており、一桁国道らしい機能は既に失

われているとの認識はあるか。 

（３）渋滞を緩和するためには、ボトルネック

の解消が一番の方法である。ボトルネック

とはすなわち老ノ坂峠であり、市内各地の

信号機であり、その上、信号機以外の合流

接点ということになる。この解決方法はど

のように考えているか。 

（４）一般的に、道路の渋滞はボトルネックが

原因であると述べてきたが、要は当市のま

ちづくり自体が国道９号に張り付いてしま

っており、元々の都市計画の不備あるいは

失敗が原因だったのではないか。 

（５）老ノ坂峠のバイパスはもちろん整備を進

めていかなければならないが、それだけで

解決するものではない。また、市内に新た

なバイパス道路を造ることも効果的だが、

その道路沿いに商店や家屋が張り付いてし

まうと、結果として渋滞が移動するだけの

ことになる。しっかりとした計画と誘導が

必要だと改めて考えさせられるが、所見は。
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 23 菱田　光紀 

6 月 22 日(月) 

15：30～ 

 

※一問一答 

１　城下町地区

のまちづくりに

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２　林業振興に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

　旧城下町地区の城下町らしさを大切にするま

ちづくりの基本方針とも言うべき「まちづくり

憲章」が「京都亀岡城下町」まちなみ・まちづ

くり協議会によって策定されている。 

（１）「まちづくり憲章」が策定された経緯

は。 

（２）本市が令和４・５年度に実施された「伝

統的建造物群保存対策調査」において、旧

城下町地区でどのような結果が見いだされ

たのか。 

（３）城下町らしさを後世に残していくため、

また観光面からも統一感のある町並み形成

が必要だと思うが所見は。 

（４）それを実現するためには、行政による指

導と支援が必要だと考えるが現状はどう

か。 

（５）それらの制度の活用が進むように周知方

法の検討や補助制度の拡大が必要ではない

か。 

（６）２００８年に国において制定された地域

における歴史的風致の維持及び向上に関す

る法律（歴史まちづくり法）が本年３月に

改正されている。 

①主な改正点は。 

　②歴史的風致を形成する建造物の対象範囲が

見直されているがその内容は。 

　③歴史まちづくりと観光行政との連携強化が

追記されているが本市でも可能なのか。 

　④本市において活用できる国の補助制度には

どのようなものがあるのか、また、その場

合の課題があるとすれば何か。 

 

世界の国内総生産（ＧＤＰ）の半分以上が森

林を含む自然由来に依存していると言われてい

る。本市においても市域の約６８パーセントを

占める山林をいかに保全し、経済的効果を高

め、次代につないでいくのかがこれからのまち

づくりにおける課題の一つである。 

（１）本市における森林保全に関わる取組状況

は。 
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所管部長 
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３　食育推進基

本計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）森林に関連した経済生産高の現状と課題

をどのように見ているのか。 

（３）経済性だけでは図れない森林の持つ効果

をいかに生かすべきと考えるのか。 

 

　先般、国において食育推進基本計画が見直さ

れた。京都府においても第５次京都府食育推進

計画が策定され、食育の定義や得られる効果、

現状と課題などについて示されている。 

（１）本市における食育の現状は。 

（２）学校における食育の推進状況は。 

（３）子どもたちが学校で食育指導を受けても

現状として家庭や地域での実践が異なって

いては残念なことであるが所見は。 

（４）そのためには大人に向けた食育活動も必

要ではないか。 

（５）今秋開催される全国都市緑化フェアｉｎ

京都丹波を活用して地域や家庭を巻き込ん

だ本市ならではの食育推進運動を展開して

はどうか。 
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